
本展覧会は、1940年から50年までの美術に焦点を当てます。1945年

を境にして前半は日中戦争、アジア・太平洋戦争の時代、後半は、連

合国軍によって占領統治された時代です。日本の近代の歴史の中で最

も激動の時代といえるでしょう。時代の大きな渦に巻き込まれながら

もそのあいだ、美術家はどのような表現を行い、社会とどのような関

係を持ったのでしょうか。そのことを、約70名の作家による約200点

の作品によって検証します。

一般 1,400（1,200）円、大学生 1,000（800）円、高校生・65歳以上 700（600）円、中学生以下無料
＊（　）内は前売および20名以上の団体割引料金。
＊前売券は一般・大学生のみ、7月15日（金）まで販売します。
＊主なチケット販売所：チケットぴあ、ローソンチケット、セブンイレブン、イープラス、CNプレイガイドほか京阪神のプレイガイド。
＊障がいのある方は各当日料金の半額（65歳以上を除く）。その介護の方1名は無料。
＊各種割引の適用は、会期中、美術館窓口のみ。要証明。

観覧料

一般 1,300（1,100）円、大学生900（700）円、高校生・65歳以上650（550）円、
中学生以下無料

＊ （　　）内は20名以上の団体割引料金。

＊ 主なチケット販売場所：JTB各支店・総合提携店、ローソン、ファミリーマート、
セブンイレブン、サークルKサンクスほか京阪神のプレイガイド。

＊ コンビニ商品番号：当日券：0242678
＊ 障がいのある方は各当日料金の半額（65歳以上をのぞく）、

その介護の方1名は無料。

＊ 各種割引の適用は、会期中、美術館窓口のみ。要証明。

観覧料

石井柏亭《山河在》1945 年　松本市美術館蔵

小磯良平《斉唱》1941 年　兵庫県立美術館蔵

お河童頭に丸眼鏡で有名な藤田嗣治 （1886 ‐ 1968） の初期から晩年までの作品を、

時代を追ってご紹介します。 藤田の生涯と画業を追う回顧展形式の展覧会は、 生誕

120年の記念展 （2006年 ・東京国立近代美術館等） 以来、 10年ぶりです。

関連イベント

■講演会「敗戦と美術－変わったことと変わらないこと」

講師：木下直之（東京大学教授、文化資源学）

6月5日（日）14:00 ～（約90分）

ミュージアムホールにて（定員250名）

聴講無料（要観覧券・整理券※）　※当日11:00からホワイエにて整理券を配布

兵庫県立美術館「芸術の館友の会」支援事業

■学芸員によるギャラリートーク

6月11日（土）、6月25日（土）

16:00 ～（約60分）

聴講無料（要観覧券・会場入口に集合）　

■ミュージアム・ボランティアによる解説会

会期中の毎週日曜日　11:00 ～（約15分）

レクチャールーム（定員100名）聴講無料

■記念講演会

「フジタを追って―世界史を横断したトリックスターの足跡」
講師：浅田彰氏（批評家）
7月17日（日）14:00 ～（約90分）
ミュージアムホールにて（定員250名〔友の会会員優先座席あり〕）
聴講無料（要観覧券・整理券※）
※当日11:00からホワイエで整理券を配布

■学芸員による解説会
7月30日（土）16:00 ～（約45分）
レクチャールーム（定員100名）　聴講無料

■ミュージアム・ボランティアによる解説会
会期中の毎週日曜日　11:00 ～（約15分）
レクチャールーム（定員100名）　聴講無料

※連続講演会「フジタへの視点」を8月に予定しています。

生誕130年記念　藤田嗣治展 －東と西を結ぶ絵画－

7月16日［土］～9月22日［木・祝］
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